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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各種のテキストを記憶するとともに、前記各種のテキスト毎に、テキスト中の重要な文
字列であるキーワードを記憶している記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶されている各種のテキストのうちのいずれかのテキストを指定する
テキスト指定手段と、
　前記テキスト指定手段により指定されたテキストである対象テキストを表示部に表示さ
せた状態で、前記対象テキスト中の文字列をユーザ操作に応じて指定する文字列指定手段
と、
　前記文字列指定手段により指定された文字列である対象文字列に、前記対象テキストに
対応して前記記憶手段に記憶されているキーワードである対象キーワードが含まれている
か否かを判断する判断手段と、
　前記対象文字列に前記対象キーワードが含まれていると判断された場合に、前記対象文
字列および前記対象キーワードに基づいて、外部の情報表示端末が前記対象文字列および
前記対象キーワードに関連する問題を出題可能な所定形式の出題用データを生成する出題
用データ生成手段と、
　前記出題用データを前記外部の情報表示端末に送信する出題用データ送信手段と、
を備えた情報表示装置。
【請求項２】
　前記出題用データ生成手段は、前記対象文字列に前記対象キーワードが含まれていると
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判断された場合に、前記対象キーワードの部分を隠した状態で前記対象文字列を表示し、
前記隠した部分に対応するキーワードをユーザに回答させる形式の出題用データを生成す
る、
請求項１に記載の情報表示装置。
【請求項３】
　前記記憶手段は、前記各種のテキスト毎に、テキスト中の重要な文字列であるキーワー
ドと、当該キーワードに対応する画像を示す情報を記憶しており、
　前記出題用データ生成手段は、前記対象文字列に前記対象キーワードが含まれていると
判断された場合に、前記対象文字列、前記対象キーワードおよび前記対象キーワードに対
応する画像に基づいて、外部の情報表示端末が前記対象文字列、前記対象キーワードおよ
び前記対象キーワードに対応する画像に関連する問題を出題可能な所定形式の出題用デー
タを生成する、
請求項１または２に記載の情報表示装置。
【請求項４】
　複数の画像の中から指定された画像を前記表示部に表示させる画像表示制御手段と、
　前記表示部に表示された画像の部分をユーザ操作に応じて指定する画像部分指定手段と
、
　を備え、
　前記出題用データ生成手段は、前記対象文字列に前記対象キーワードが含まれていると
判断された場合に、前記対象文字列、前記対象キーワードおよび前記指定された画像の前
記指定された部分に基づいて、外部の情報表示端末が前記対象文字列、前記対象キーワー
ドおよび前記指定された画像の前記指定された部分に関連する問題を出題可能な所定形式
の出題用データを生成する、
請求項３に記載の情報表示装置。
【請求項５】
　出題レベルを設定する出題レベル設定手段と、
　前記出題レベル設定手段により設定された出題レベルを前記外部の情報表示端末に送信
する出題レベル送信手段と、を備え、
　前記外部の情報表示端末は、前記所定形式の出題用データに基づいて前記送信した出題
レベルに応じた問題を出題するレベル別出題機能を有する、
請求項１乃至請求項４の何れか１項に記載の情報表示装置。
【請求項６】
　前記対象文字列中の一部をユーザ操作に応じて再指定する文字列部分再指定手段を備え
、
　前記出題用データ生成手段は、前記文字列部分再指定手段により前記対象文字列中の一
部が再指定された場合、前記再指定された文字列中の一部を示すデータも含めて、前記所
定形式の出題用データを生成し、
　前記レベル別出題機能は、前記出題レベル設定手段により設定された出題レベルが第１
出題レベルである場合、前記所定形式の出題用データに応じた問題を、前記対象文字列の
全体に対応した問題として生成し前記表示部に表示させ、前記出題レベル設定手段により
設定された出題レベルが第２出題レベルである場合、前記所定形式の出題用データに応じ
た問題を、前記対象文字列のうち前記再指定された一部を除く文字列に対応した問題とし
て生成して前記表示部に表示させる、
請求項５に記載の情報表示装置。
【請求項７】
　各種のテキストを記憶するとともに、前記各種のテキスト毎に、テキスト中の重要な文
字列であるキーワードを記憶している記憶手段を備えた情報表示装置の制御方法であって
、
　情報表示装置が、
　前記記憶手段に記憶されている各種のテキストのうちのいずれかのテキストを指定する
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テキスト指定処理と、
　前記テキスト指定処理により指定されたテキストである対象テキストを表示部に表示さ
せた状態で、前記対象テキスト中の文字列をユーザ操作に応じて指定する文字列指定処理
と、
　前記文字列指定処理により指定された文字列である対象文字列に、前記対象テキストに
対応して前記記憶手段に記憶されているキーワードである対象キーワードが含まれている
か否かを判断する判断処理と、
　前記対象文字列に前記対象キーワードが含まれていると判断された場合に、前記対象文
字列および前記対象キーワードに基づいて、外部の情報表示端末が前記対象文字列および
前記対象キーワードに関連する問題を出題可能な所定形式の出題用データを生成する出題
用データ生成処理と、
　前記出題用データを前記外部の情報表示端末に送信する出題用データ送信処理と、
を実行する情報表示装置の制御方法。
【請求項８】
　情報表示装置のコンピュータを、
　各種のテキストを記憶するとともに、前記各種のテキスト毎に、テキスト中の重要な文
字列であるキーワードを記憶している記憶手段、
　前記記憶手段に記憶されている各種のテキストのうちのいずれかのテキストを指定する
テキスト指定手段、
　前記テキスト指定手段により指定されたテキストである対象テキストを表示部に表示さ
せた状態で、前記対象テキスト中の文字列をユーザ操作に応じて指定する文字列指定手段
、
　前記文字列指定手段により指定された文字列である対象文字列に、前記対象テキストに
対応して前記記憶手段に記憶されているキーワードである対象キーワードが含まれている
か否かを判断する判断手段、
　前記対象文字列に前記対象キーワードが含まれていると判断された場合に、前記対象文
字列および前記対象キーワードに基づいて、外部の情報表示端末が前記対象文字列および
前記対象キーワードに関連する問題を出題可能な所定形式の出題用データを生成する出題
用データ生成手段、
　前記出題用データを前記外部の情報表示端末に送信する出題用データ送信手段
として機能させるためのコンピュータ読み込み可能な情報表示装置の制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、効果的な講義を行なうための情報表示装置、情報表示装置の制御方法、及び
情報表示装置の制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、電子的な教材を利用して教育や学習を行なうシステムが考えられている。
【０００３】
　例えば、受講者端末に教材情報とテスト問題を提供するＷｅｂサーバに接続された学習
支援サーバが、複数受講者の解答履歴を分析して得られる教材提案効果情報を蓄積してお
き、受講者に提示したテスト問題が、今回学習した教材の他に学習済みの他の教材の知識
を必要としている場合に、受講者別の解答履歴情報と上記教材提案効果情報とに基づいて
、受講者に対して有効となる教材を選択し、次提案教材としてＷｅｂサーバに通知する。
これにより、テスト結果に応じて、受講者に適した次の教材を提示できるｅ－ｌｅａｒｎ
ｉｎｇシステムが考えられている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００４】
　すなわち、前記従来のｅ－ｌｅａｒｎｉｎｇシステムは、自宅学習等において、予め作
成されたテスト問題のテスト結果に応じて、学習済みの他の教材の中から受講者に適した
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次の教材を提示することで、学習済みであっても受講者に不足していると思われる知識を
再度提供するものであり、受講者の学習後に更なる学習支援を行なうものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－１７５６９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、前記従来のシステムは、教育・学習に最も適した授業，講義等の現場に
倣って、受講者に対し講義内容の理解を深めさせる学習支援を行なうものではない。
【０００７】
　すなわち、予め作成したテスト問題では、講義の進捗に合わずに未習部分の出題が含ま
れてしまったり、予定した一連の講義を終えてからテストを行なうので、講義内容に即し
たタイムリーな出題ができなかったりする問題がある。
【０００８】
　本発明は、このような課題に鑑みなされたもので、講義内容に即した受講者に適切な出
題をすることが可能になる情報表示装置、情報表示装置の制御方法、及び情報表示装置の
制御プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る情報表示装置は、各種のテキストを記憶するとともに、前記各種のテキス
ト毎に、テキスト中の重要な文字列であるキーワードを記憶している記憶手段と、前記記
憶手段に記憶されている各種のテキストのうちのいずれかのテキストを指定するテキスト
指定手段と、前記テキスト指定手段により指定されたテキストである対象テキストを表示
部に表示させた状態で、前記対象テキスト中の文字列をユーザ操作に応じて指定する文字
列指定手段と、前記文字列指定手段により指定された文字列である対象文字列に、前記対
象テキストに対応して前記記憶手段に記憶されているキーワードである対象キーワードが
含まれているか否かを判断する判断手段と、前記対象文字列に前記対象キーワードが含ま
れていると判断された場合に、前記対象文字列および前記対象キーワードに基づいて、外
部の情報表示端末が前記対象文字列および前記対象キーワードに関連する問題を出題可能
な所定形式の出題用データを生成する出題用データ生成手段と、前記出題用データを前記
外部の情報表示端末に送信する出題用データ送信手段と、を備えている。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、講義内容に即した受講者に適切な出題をすることが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の情報表示装置及び情報表示端末の実施形態に係る電子黒板(講義者端末)
１０及び受講者端末２０を用いた電子講義システムの全体構成を示す概念図。
【図２】前記電子黒板(講義者端末)１０の電子回路の構成を示すブロック図。
【図３】前記受講者端末２０の電子回路の構成を示すブロック図。
【図４】前記電子黒板（講義者端末）１０の講義者端末処理（その１）を示すフローチャ
ート。
【図５】前記電子黒板（講義者端末）１０の講義者端末処理（その２）を示すフローチャ
ート。
【図６】前記受講者端末２０の受講者端末処理を示すフローチャート。
【図７】前記電子黒板（講義者端末）１０の講義者端末処理（その２）と前記受講者端末
２０の受講者端末処理とに共通のキーワードと指定文字列に基づいた問題出力処理を示す
フローチャート。
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【図８】前記電子黒板（講義者端末）１０の講義者端末処理（その１）に従ったユーザ（
講義者Ｌｅ）操作に応じた講義内容の表示動作（その１）を示す図。
【図９】前記電子黒板（講義者端末）１０の講義者端末処理（その１）に従ったユーザ（
講義者Ｌｅ）操作に応じた講義内容の表示動作（その２）を示す図。
【図１０】前記電子黒板（講義者端末）１０の講義者端末処理（その２）に従った問題の
出力動作と前記受講者端末２０の受講者端末処理に従った問題の出力動作とを並べて示す
図。
【図１１】前記電子黒板（講義者端末）１０の講義者端末処理（その２）に従った問題の
出力動作と前記受講者端末２０の受講者端末処理に従った問題の出力動作との他の実施形
態を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下図面により本発明の実施の形態について説明する。
【００１４】
　図１は、本発明の情報表示装置及び情報表示端末の実施形態に係る電子黒板(講義者端
末)１０及び受講者端末２０を用いた電子講義システムの全体構成を示す概念図である。
【００１５】
　前記電子講義システムは、主に講義者（講師等）Ｌｅにより操作される電子黒板(講義
者端末)１０と、受講者（生徒等）Ｓｔにより操作される受講者端末２０と、印刷装置３
０とを備え、何れも相互にデータ通信可能な通信機能を有する。
【００１６】
　前記電子黒板(講義者端末)１０は、図１に示すように、講義用の黒板や白板に代る広さ
の表示画面を有するタッチパネル（タッチ位置検出装置）付きカラー表示部１７（１７Ｌ
／ＣＢ／１７Ｒ）を備え、左右で分けたデータを表示させるための左画面１７Ｌと右画面
１７Ｒを有する。なお、前記タッチパネル付きカラー表示部１７は、左画面１７Ｌと中央
画面１７Ｍと右画面１７Ｒ（図１０，図１１参照）等、さらに多くの画面に分けて使用す
ることもある。
【００１７】
　また、前記電子黒板(講義者端末)１０は、タブレット端末やタッチパネル付き表示部を
備えたパーソナルコンピュータ等により構成し、当該パーソナルコンピュータ等により生
成されて表示される表示データを、左画面１７Ｌと右画面１７Ｒ、あるいは左画面１７Ｌ
と中央画面１７Ｍと右画面１７Ｒを設定した講義用の大画面の表示装置に表示させてもよ
い。
【００１８】
　また、前記電子黒板(講義者端末)１０は、自らは表示機能を持たない通常の黒板（又は
白板）（左画面１７Ｌに相当）と、これに並べた大画面の表示装置（右画面１７Ｒに相当
）と、本電子黒板１０上でのペンＰの指定位置と移動を検出するペン位置センサと、前記
通常の黒板（左画面１７Ｌ）上の画像を撮影しその撮影画像や前記表示装置（右画面１７
Ｒ）に表示された画像に含まれる文字や絵を認識する撮影認識装置と、前記ペン位置セン
サにより検出される本電子黒板１０上でのペンＰの位置・軌跡や前記撮影認識装置により
認識される本電子黒板１０上の文字や絵に基づく画像を生成する画像生成装置と、当該画
像生成装置により生成された画像を前記通常の黒板（左画面１７Ｌ）上に投影して表示さ
せるプロジェクタ装置と、前記画像生成装置により生成された画像を前記表示装置（右画
面１７Ｒ）に表示させる表示制御装置と、前記表示装置（右画面１７Ｒ），ペン位置セン
サ，撮影認識装置，画像生成装置，プロジェクタ装置，表示制御装置を含む電子黒板シス
テムの全体を制御する制御装置（ＣＰＵ）と、を備えて構成してもよい。
【００１９】
　前記受講者端末２０は、タブレット端末等により構成される。
【００２０】
　以下、前記電子講義システムの電子黒板は、タッチパネル付きカラー表示部１７を備え
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た電子黒板(講義者端末)１０として説明する。
【００２１】
　前記電子黒板(講義者端末)１０の右画面１７Ｒには、講義対象のテキスト（電子教科書
）の見開きページＴｘ全体のデータが表示される。左画面１７Ｌには、右画面１７Ｒに表
示された見開きページＴｘに含まれるテキスト部分ｔｐのデータが拡大されて表示される
。
【００２２】
　前記電子黒板(講義者端末)１０における左画面１７Ｌと右画面Ｒの間には、操作ボック
スＣＢが配置され、左画面１７Ｌに拡大されて表示される前記見開きページＴｘ内でのテ
キスト部分ｔｐは、操作ボックスＣＢのスクロールアイコンＳＬを移動操作することでス
クロールして表示される。
【００２３】
　前記操作ボックスＣＢには、前記スクロールアイコンＳＬの他に、左画面１７Ｌに表示
させるマーカ（下線等）の表示色を設定するためのマーカアイコンＭ、手書き入力モード
に設定するための手書きアイコンＷ、問題の出題を指示するための出題アイコンＱが配置
される。
【００２４】
　講義者Ｌｅは、右画面１７Ｒに表示させたテキスト（電子教科書）の見開きページＴｘ
、及び左画面１７Ｌに拡大表示させた前記見開きページＴｘのテキスト部分ｔｐを対象に
、ペンＰを使用して重要な人物や事項等を指し示しながら講義を行なう。講義の過程では
、前記電子黒板（講義者端末）１０において、講義の内容に応じた出題用データが生成さ
れ、ユーザ（講義者Ｌｅ）操作に応じた適宜のタイミングで、前記出題用データに基づき
生成した問題の問題画面ＧＱ（図１０，図１１参照）を表示出力する。また、前記電子黒
板（講義者端末）１０において、前記出題用データを各受講者端末２０に配信し、当該受
講者端末２０にて、前記出題用データに基づき生成した問題の問題画面ＧＱ（図１０，図
１１参照）を表示出力させる。
【００２５】
　前記受講者端末２０を持つ受講者Ｓｔは、受講者端末２０に講義対象のテキスト（電子
教科書）の見開きページＴｘを表示させて講義を受ける。受講者端末２０において、前記
電子黒板（講義者端末）１０から無線通信で配信された出題用データに基づき生成した問
題の問題画面ＧＱ（図１０，図１１参照）を表示出力し、受講者Ｓｔは、表示された問題
画面ＧＱの問題に解答して学習できる。
【００２６】
　なお、前記電子黒板（講義者端末）１０は、ユーザ（講義者Ｌｅ）操作に応じた適宜の
タイミングで、前記出題用データに基づき生成した問題の問題画面ＧＱ（図１０，図１１
参照）を印刷装置３０に送信出力して印刷する。
【００２７】
　前記受講者端末２０を持たない受講者Ｓｔｎは、紙のテキスト（教科書）の講義対象の
見開きページＴｘを参照して講義を受ける。また、前記電子黒板（講義者端末）１０に表
示された問題画面ＧＱ（図１０，図１１参照）の問題に解答したり、前記印刷装置３０に
より印刷された問題画面ＧＱの問題に解答したりして学習できる。
【００２８】
　よって、受講者端末２０を持たない受講者Ｓｔｎであっても、受講者端末２０を持つ受
講者Ｓｔと同様に講義を受講し問題に解答して学習できる。
【００２９】
　図２は、前記電子黒板(講義者端末)１０の電子回路の構成を示すブロック図である。
【００３０】
　前記電子黒板(講義者端末)１０は、コンピュータであるＣＰＵ１１を備える。前記ＣＰ
Ｕ１１は、フラッシュＲＯＭなどのメモリ１２に予め記憶された講義者端末プログラム１
２ａに従って回路各部の動作を制御する。なお、講義者端末プログラム１２ａは、メモリ



(7) JP 6911432 B2 2021.7.28

10

20

30

40

50

カードなどの外部記録媒体１３から記録媒体読取部１４により読み取られて前記メモリ１
２に記憶されてもよいし、外部の通信機器（図示せず）から無線通信部１５を介してダウ
ンロードされ前記メモリ１２に記憶されてもよい。
【００３１】
　前記ＣＰＵ１１には、前記メモリ１２、記録媒体読取部１４、無線通信部１５が接続さ
れる他に、キー入力部１６、タッチパネル付きカラー表示部１７、音声出力部１８も接続
される。
【００３２】
　また、前記メモリ１２には、文書（電子教科書）コンテンツエリア１２ｂ、画像対応キ
ーワードデータエリア１２ｃ、キーワードデータエリア１２ｄ、出題用データエリア１２
ｅ、学習済みキーワードデータエリア１２ｆ、出題レベルデータエリア１２ｇなどが確保
される。
【００３３】
　前記文書（電子教科書）コンテンツエリア１２ｂには、各種のテキスト（電子教科書）
それぞれのコンテンツデータが、テキスト（本文）データ、画像（挿絵，地図，図表等）
データを含めて記憶される。
【００３４】
　前記画像対応キーワードデータエリア１２ｃには、前記文書（電子教科書）コンテンツ
エリア１２ｂに記憶された各テキスト（電子教科書）にそれぞれ含まれる、例えば重要人
物や重要事項に相当するキーワードとそのキーワードを現す画像について、画像対応キー
ワードと画像のある頁・番号からなる画像番号として記憶される。例えば、画像対応キー
ワード『武士団と争乱』に対応する画像データは、前記テキスト（電子教科書）のデータ
における見開きページＴｘ[P52-3]の番号(5)に対応付けられて配置されている。
【００３５】
　前記キーワードデータエリア１２ｄには、前記文書（電子教科書）コンテンツエリア１
２ｂに記憶された各テキスト（電子教科書）にそれぞれ含まれる、例えば重要人物や重要
事項に相当するキーワードが、当該キーワードの含まれる前記テキスト（電子教科書）の
データにおけるテキスト位置（ページ）に対応付けられて記憶されている。例えば、キー
ワード『奥州藤原氏』は、前記テキスト（電子教科書）のデータにおけるページ[P53,P56
]にそれぞれ含まれている。
【００３６】
　なお、前記文書（電子教科書）コンテンツエリア１２ｂに記憶される各種のテキスト（
電子教科書）それぞれのコンテンツデータ、前記画像対応キーワードデータエリア１２ｃ
に記憶される各画像対応キーワードと画像番号のデータ、前記キーワードデータエリア１
２ｄに記憶される各キーワードとテキスト位置（ページ）のデータは、前記講義者端末プ
ログラム１２ａに従った本電子黒板（講義者端末）１０の動作上の必要に応じて、図示し
ないインターネット等の通信ネットワーク上のサーバ装置（文書（電子教科書）コンテン
ツ提供サーバ）から、ネットワーク通信機器及び無線通信部１５等の通信手段を介してダ
ウンロードして取得する構成としてもよい。
【００３７】
　前記出題用データエリア１２ｅには、前記講義者（講師等）Ｌｅによる講義の過程にお
いて、ユーザ（講義者Ｌｅ）の操作により、左画面１７Ｌに表示中のテキスト部分ｔｐに
含まれる文字列が指定され、指定された文字列に前記キーワードデータエリア１２ｄに記
憶されているキーワードが含まれる場合に、当該指定の文字列（指定文字列）と、その指
定文字列の前記テキスト（電子教科書）のデータ上での位置（指定文字列位置）と、その
指定文字列に含まれるキーワードとが対応付けられて出題用データとして登録され記憶さ
れる。
【００３８】
　前記出題用データとして登録される「指定文字列」又は「指定文字列位置」のデータに
は、ユーザ（講義者Ｌｅ）操作に応じて指定された文字列を識別表示させる下線ＵＬのデ
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ータが含まれる（図８，図９参照）。前記下線ＵＬのデータは、当該下線ＵＬにより識別
表示された文字列の部分を再度ユーザ操作に応じて指定することで、指定された文字列の
部分で点線下線ＵＬｐのデータに変更される。
【００３９】
　なお、前記左画面１７Ｌに表示中のテキスト部分ｔｐにおいて、前記キーワードが含ま
れる文字列が指定された後、右画面１７Ｒに拡大表示されている画像の部分が指定された
場合、前記指定文字列と指定文字列位置とキーワードとに対して、さらに、指定された画
像の画像番号と、その画像中の指定された部分の位置情報（指定画像部分）とが追加で対
応付けられて前記出題用データエリア１２ｅに登録され記憶される。
【００４０】
　なお、前記出題用データに含まれる「指定文字列」と「指定文字列位置」と「キーワー
ド」のデータのうち、「指定文字列」と「キーワード」のデータは、前記文書（電子教科
書）コンテンツエリア１２ｂに各種のテキスト（電子教科書）それぞれのコンテンツデー
タが存在し、前記キーワードデータエリア１２ｄに、前記各テキスト（電子教科書）にそ
れぞれ含まれるキーワードが存在すれば、前記「指定文字列位置」のデータからその何れ
のデータも抽出できるので、必ずしも前記出題用データに含ませる必要はない。
【００４１】
　前記学習済みキーワードデータエリア１２ｆには、ユーザ（講義者Ｌｅ）の操作に応じ
て、前記出題用データエリア１２ｅに対して、前記指定文字列と指定文字列位置とキーワ
ードとが対応付けられて登録されるか、又は前記画像番号と指定画像部分とが追加で対応
付けられて登録された場合に、当該登録されたキーワードが学習済みキーワードとして登
録され記憶される。
【００４２】
　本電子黒板(講義者端末)１０は、前記学習済みキーワードデータエリア１２ｆに学習済
みキーワードのデータが記憶されている場合に、前記操作ボックスＣＢの出題アイコンＱ
がタッチ操作されることに応じて、前記出題用データエリア１２ｅに登録されている出題
用データに基づいた問題の問題画面ＧＱを生成し、前記タッチパネル付きカラー表示部１
７（１７Ｌ／１７Ｍ／１７Ｒ）に表示出力（出題）したり、前記各受講者（生徒等）Ｓｔ
…の受講者端末（タブレット端末等）２０…に前記出題用データを送信出力し当該受講者
端末２０側で前記同様の問題の問題画面ＧＱを生成し表示出力（出題）させたり、前記出
題用データに基づき生成した問題画面ＧＱのデータを前記印刷装置３０に出力して印刷（
出題）させたりする出題機能を有する。
【００４３】
　前記出題用データに基づき生成される問題は、（初級）（中級）（上級）の何れかの出
題レベルに応じた難易度の問題として生成される。前記出題レベルは、デフォルトで（初
級）に設定されおり、ユーザ（講義者Ｌｅ）操作に応じて（中級）又は（上級）に変更し
て設定される。
【００４４】
　前記出題レベルデータエリア１２ｇには、前記デフォルト又はユーザ（講義者Ｌｅ）操
作に応じて変更して設定された現在の出題レベルのデータが記憶される。
【００４５】
　なお、前記出題機能により、各受講者端末２０…に出題用データを送信出力する際には
、前記出題レベルデータエリア１２ｇに記憶されて設定されている現在の出題レベルのデ
ータも前記出題用データとあわせて送信される。
【００４６】
　このように構成された電子黒板（講義者端末）１０は、前記ＣＰＵ１１が、前記講義者
端末プログラム１２ａに記述された命令に従い回路各部の動作を制御し、ソフトウエアと
ハードウエアとが協働して動作することにより、以下の動作説明で述べるような、講義内
容に即した出題用データの生成機能と出題機能とを実現する。
【００４７】
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　図３は、前記受講者端末２０の電子回路の構成を示すブロック図である。
【００４８】
　前記受講者端末２０は、コンピュータであるＣＰＵ２１を備える。前記ＣＰＵ２１は、
フラッシュＲＯＭなどのメモリ２２に予め記憶された受講者端末プログラム２２ａに従っ
て回路各部の動作を制御する。なお、受講者端末プログラム２２ａは、メモリカードなど
の外部記録媒体２３から記録媒体読取部２４により読み取られて前記メモリ２２に記憶さ
れてもよいし、外部の通信機器（図示せず）から無線通信部２５を介してダウンロードさ
れ前記メモリ２２に記憶されてもよい。
【００４９】
　前記ＣＰＵ２１には、前記メモリ２２、記録媒体読取部２４、無線通信部２５が接続さ
れる他に、キー入力部２６、タッチパネル付きカラー表示部２７、音声出力部２８も接続
される。
【００５０】
　また、前記メモリ２２には、文書（電子教科書）コンテンツエリア２２ｂ、出題用デー
タエリア２２ｃ、設定出題レベルデータエリア２２ｄ、受信出題レベルデータエリア２２
ｅなどが確保される。
【００５１】
　前記文書（電子教科書）コンテンツエリア２２ｂには、前記電子黒板（講義者端末）１
０の文書（電子教科書）コンテンツエリア１２ｂと同様に、各種のテキスト（電子教科書
）それぞれのコンテンツデータが、テキスト（本文）データ、画像（挿絵，地図，図表等
）データを含めて記憶される。
【００５２】
　なお、前記文書（電子教科書）コンテンツエリア２２ｂに記憶される各種のテキスト（
電子教科書）それぞれのコンテンツデータも、前記電子黒板（講義者端末）１０の場合と
同様に、前記受講者端末プログラム２２ａに従った本受講者端末２０の動作上の必要に応
じて、図示しないインターネット等の通信ネットワーク上のサーバ装置（文書（電子教科
書）コンテンツ提供サーバ）から、ネットワーク通信機器及び無線通信部２５等の通信手
段を介してダウンロードして取得する構成としてもよい。
【００５３】
　前記出題用データエリア２２ｃには、前記電子黒板（講義者端末）１０から送信出力さ
れて受信された、前記指定文字列と指定文字列位置とキーワードとが対応付けられて構成
された（又は、更に画像番号と指定画像部分とが対応付けられて構成された）出題用デー
タが記憶される。
【００５４】
　前記設定出題レベルデータエリア２２ｄには、ユーザ（受講者Ｓｔ）操作に応じて設定
された出題レベルのデータが記憶される。
【００５５】
　前記受信出題レベルデータエリア２２ｅには、前記出題用データエリア２２ｃに記憶さ
れた出題用データとあわせて前記電子黒板（講義者端末）１０から受信された当該電子黒
板１０側での設定に基づく出題レベルのデータが記憶される。
【００５６】
　本受講者端末２０は、前記文書（電子教科書）コンテンツエリア２２ｂに記憶されてい
る各種のテキスト（電子教科書）それぞれのコンテンツデータを、ユーザ（受講者Ｓｔ）
操作に応じて選択的に表示させるテキスト表示機能、前記電子黒板(講義者端末)１０から
受信され出題用データエリア２２ｃに記憶された出題用データに基づいた問題の問題画面
ＧＱを生成し、前記タッチパネル付きカラー表示部２７に表示出力（出題）する出題機能
を有する。
【００５７】
　前記出題用データに基づき生成される問題は、前記設定出題レベルデータエリア２２ｄ
に記憶された出題レベル、又は前記受信出題レベルデータエリア２２ｅに記憶された出題
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レベルの何れかの出題レベル（初級／中級／上級）に応じた難易度の問題として生成され
る。この際、前記電子黒板(講義者端末)１０から出題レベルのデータが受信された場合は
、前記受信出題レベルデータエリア２２ｅに記憶された出題レベルの問題が生成され、ま
た、前記電子黒板(講義者端末)１０から出題レベルのデータが受信されていない場合は、
前記設定出題レベルデータエリア２２ｄに記憶された出題レベルの問題が生成される。
【００５８】
　このように構成された受講者端末２０は、前記ＣＰＵ２１が、前記受講者端末プログラ
ム２２ａに記述された命令に従い回路各部の動作を制御し、ソフトウエアとハードウエア
とが協働して動作することにより、以下の動作説明で述べるような、講義内容に即したテ
キスト表示機能と出題機能を実現する。
【００５９】
　次に、前記構成の電子講義システムの動作について説明する。
【００６０】
　図４、図５は、前記電子黒板（講義者端末）１０の講義者端末処理（その１）（その２
）を示すフローチャートである。
【００６１】
　図６は、前記受講者端末２０の受講者端末処理を示すフローチャートである。
【００６２】
　図７は、前記電子黒板（講義者端末）１０の講義者端末処理（その２）と前記受講者端
末２０の受講者端末処理とに共通のキーワードと指定文字列に基づいた問題出力処理を示
すフローチャートである。
【００６３】
　図８、図９は、前記電子黒板（講義者端末）１０の講義者端末処理（その１）に従った
ユーザ（講義者Ｌｅ）操作に応じた講義内容の表示動作（その１）（その２）を示す図で
ある。
【００６４】
　先ず、キー入力部１６あるいはタッチパネル付きカラー表示部１７に対するユーザ（講
義者Ｌｅ）操作に応じて、今回の講義で閲覧の対象とする文書（教科書）と見開きページ
Ｔｘ（［中学歴史］のＰ５２－５３）が指定されると（ステップＳ１）、メモリ１２内の
文書（電子教科書）コンテンツエリア１２ｂから、指定の文書（教科書）［中学歴史］の
指定の見開きページＴｘ（Ｐ５２－５３）のデータが読み出され、図１で示したように、
タッチパネル付きカラー表示部１７の右画面１７Ｒに前記見開きページＴｘ（Ｐ５２－５
３）の全体のデータが表示される（ステップＳ２）。また、左画面１７Ｌには、前記見開
きページＴｘ（Ｐ５２－５３）の全体のデータに含まれる先頭のテキスト部分ｔｐが拡大
されて表示される（ステップＳ２）。
【００６５】
　そして講義者Ｌｅにより、操作ボックスＣＢのスクロールアイコンＳＬが移動操作され
ると（ステップＳ３（Ｙｅｓ））、前記見開きページＴｘ（Ｐ５２－５３）の全体のデー
タのうち左画面１７Ｌに拡大表示されるテキスト部分ｔｐがスクロールして表示される（
ステップＳ４）。
【００６６】
　こうして、講義者Ｌｅは、右画面１７Ｒに表示させた今回の講義の対象となる文書（教
科書）の見開きページＴｘ（Ｐ５２－５３）のデータのうち、講義の中心となるテキスト
部分ｔｐを左画面１７Ｌに拡大表示させ、ペンＰ等により重要な内容を指し示しながら講
義を進める（ステップＳ３，Ｓ４）。
【００６７】
　図８（Ａ）に示すように、左画面１７Ｌに表示させたテキスト部分ｔｐを対象に講義を
している過程において、右画面１７Ｒの見開きページＴｘに含まれる「武士団と争乱」の
画像ＧがペンＰによりタッチされて指定される（ステップＳ５（Ｙｅｓ））。
【００６８】
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　すると、前記指定された画像［武士団と争乱］Ｇが、図８（Ｂ）に示すように、右画面
１７Ｒに拡大されて表示され、同画像Ｇの表示エリアが手書きモードに設定されて同画像
Ｇがピンク枠ｐｅで囲まれて表示される（ステップＳ６）。
【００６９】
　そして、ペンＰ１に示すように、操作ボックスＣＢのマーカアイコンＭがペンタッチさ
れて青色のマーカ色が設定された後、左画面１７Ｌに表示されているテキスト部分ｔｐに
おいて、ペンＰ２～Ｐ３に示すように、講義の重要部分である文字列「関東地方の武士，
平将門が起こした乱」Ｔ１がタッチ操作されて指定されると、指定された文字列Ｔ１に青
色の下線ＵＬが付加されて表示される（ステップＳ７）。
【００７０】
　すると、前記指定された文字列「関東地方の武士，平将門が起こした乱」Ｔ１の中に前
記キーワードデータエリア１２ｄに記憶されている何れかのキーワードが含まれるか否か
判断され（ステップＳ８）、キーワード『平将門』Ｋ１が含まれると判断されると（ステ
ップＳ８（Ｙｅｓ））、当該キーワード『平将門』Ｋ１に黄色マーカＹｍが付加されて識
別表示される（ステップＳ９）。
【００７１】
　なおここで、前記指定された文字列「関東地方の武士，平将門が起こした乱」Ｔ１につ
いて、例えば、識別表示（Ｙｍ）されたキーワードＫ１である『平将門』が「関東地方の
武士」であることを強調するため、ペンＰ２に示すように、同文字列の部分「関東地方の
」が再度指定された場合は、再度指定された文字列の部分「関東地方の」に付加されてい
た下線ＵＬが点線下線ＵＬｐに変更される。
【００７２】
　すると、前記指定の文字列「関東地方の…起こした乱」（下線ＵＬ，点線下線ＵＬｐ含
む）Ｔ１とその文字列位置とキーワード『平将門』Ｋ１との各データが対応付けられて出
題用データとしてメモリ１２内の出題用データエリア１２ｅに登録されて記憶される（ス
テップＳ１０）。
【００７３】
　また、ペンＰ４に示すように、右画面１７Ｒの画像［武士団と争乱］Ｇ（ｐｅ）に含ま
れる［平将門の乱］の部分が囲み操作ｓｕ１により指定されると（ステップＳ１１（Ｙｅ
ｓ））、前記出題用データエリア１２ｅに出題用データとして登録された指定の文字列（
指定文字列）「関東地方の…起こした乱」とその文字列位置（指定文字列位置）とキーワ
ード『平将門』Ｋ１とに対して、さらに、指定された画像［武士団と争乱］Ｇの画像番号
とその画像Ｇ中の指定された部分［平将門の乱］の位置情報（指定画像部分（ｓｕ１））
とが追加で対応付けられて同出題用データエリア１２ｅに登録されて記憶される（ステッ
プＳ１２）。
【００７４】
　そして、前記出題用データエリア１２ｅに登録された出題用データに含まれるキーワー
ド『平将門』Ｋ１のデータが、学習済みキーワードとして学習済みキーワードエリア１２
ｆに登録されて記憶される（ステップＳ１３）。
【００７５】
　この後続けて、前記左画面１７Ｌに表示されたテキスト部分ｔｐについて、他の文字列
とキーワードとの対応付けを行なうため、例えば、図９（Ａ）のペンＰ１～Ｐ２に示すよ
うに、他の重要部分である文字列「瀬戸内地方の藤原純友が海賊を率いて起こした乱」Ｔ
２がタッチ操作されて指定されると、前記同様に、指定された文字列Ｔ２に下線ＵＬが付
加されて表示される（ステップＳ１４（Ｎｏ）→Ｓ７）。
【００７６】
　すると、前記指定された文字列「瀬戸内地方の…起こした乱」Ｔ２の中にキーワード『
藤原純友』Ｋ２が含まれると判断され（ステップＳ８（Ｙｅｓ））、当該キーワード『藤
原純友』Ｋ２に黄色マーカＹｍが付加されて識別表示される（ステップＳ９）。
【００７７】
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　ここでも、前記指定された文字列「瀬戸内地方の…起こした乱」Ｔ２について、キーワ
ードＫ２である『藤原純友』が「瀬戸内地方の」であることを強調するため、ペンＰ１に
示すように、同文字列の部分「瀬戸内地方の」が再度指定されると、その部分「瀬戸内地
方の」の下線ＵＬが点線下線ＵＬｐに変更される。
【００７８】
　すると、前記同様に、前記指定の文字列「瀬戸内地方の…起こした乱」（下線ＵＬ，点
線下線ＵＬｐ含む）Ｔ２とその文字列位置とキーワード『藤原純友』Ｋ２との各データが
対応付けられて出題用データとして出題用データエリア１２ｅに登録されて記憶される（
ステップＳ１０）。
【００７９】
　また、ペンＰ３に示すように、右画面１７Ｒの画像［武士団と争乱］Ｇ（ｐｅ）に含ま
れる［藤原純友の乱］の部分が囲み操作ｓｕ２により指定されると（ステップＳ１１（Ｙ
ｅｓ））、前記出題用データエリア１２ｅに登録された指定の文字列（指定文字列）「瀬
戸内地方の…起こした乱」Ｔ２とその文字列位置（指定文字列位置）とキーワード『藤原
純友』Ｋ２とに対して、さらに、指定された画像［武士団と争乱］Ｇの画像番号とその画
像Ｇ中の指定された部分［藤原純友の乱］の位置情報（指定画像部分（ｓｕ２））とが追
加で対応付けられて登録され記憶される（ステップＳ１２）。
【００８０】
　すると前記同様に、前記出題用データエリア１２ｅに登録された出題用データに含まれ
るキーワード『藤原純友』Ｋ２のデータも、学習済みキーワードとして学習済みキーワー
ドエリア１２ｆに登録されて記憶される（ステップＳ１３）。
【００８１】
　さらに続けて、図９（Ｂ）のペンＰ１～Ｐ２に示すように、他の重要な文字列「奥州藤
原氏は…勢力をふるいました」Ｔ３が指定（下線ＵＬ表示）されることで、キーワード『
奥州藤原氏』Ｋ３が識別表示（Ｙｍ）され、前記指定の文字列Ｔ３の部分「東北地方を統
一し」及び「（岩手県）」が再指定（点線下線ＵＬｐ表示）されると、前記同様に、指定
の文字列「奥州藤原氏は…勢力をふるいました」（下線ＵＬ，点線下線ＵＬｐ含む）Ｔ３
とその文字列位置とキーワード『奥州藤原氏』Ｋ３との各データが対応付けられて出題用
データとして出題用データエリア１２ｅに登録されて記憶される（ステップＳ７～Ｓ１０
）。
【００８２】
　また、ペンＰ３に示すように、右画面１７Ｒの画像［武士団と争乱］Ｇ（ｐｅ）に含ま
れる［東北地方の争乱］の部分が囲み操作ｓｕ３により指定されると（ステップＳ１１（
Ｙｅｓ））、前記出題用データエリア１２ｅに登録された指定の文字列（指定文字列）「
奥州藤原氏は…勢力をふるいました」Ｔ３とその文字列位置（指定文字列位置）とキーワ
ード『奥州藤原氏』Ｋ３とに対して、さらに、指定された画像［武士団と争乱］Ｇの画像
番号とその画像Ｇ中の指定された部分［東北地方の争乱］の位置情報（指定画像部分（ｓ
ｕ３））とが追加で対応付けられて登録され記憶される（ステップＳ１２）。
【００８３】
　すると前記同様に、前記出題用データエリア１２ｅに登録された出題用データに含まれ
るキーワード『奥州藤原氏』Ｋ３のデータも、学習済みキーワードとして学習済みキーワ
ードエリア１２ｆに登録されて記憶される（ステップＳ１３）。
【００８４】
　図１０は、前記電子黒板（講義者端末）１０の講義者端末処理（その２）に従った問題
の出力動作と前記受講者端末２０の受講者端末処理に従った問題の出力動作とを並べて示
す図である。
【００８５】
　前記図８（Ａ）～図９（Ｂ）で示したように、タッチパネル付き表示部１７に表示させ
た講義対象のテキスト（電子教科書）の見開きページＴｘとそのテキスト部分ｔｐについ
て、キーワードＫ１～Ｋ３を含む重要な文字列Ｔ１～Ｔ３や画像Ｇの部分（ｓｕ１～ｓｕ
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３）を指し示しながら講義をしてきた状態で、図９（Ｂ）に示すように、ペンＰにより操
作ボックスＣＢの出題アイコンＱがタッチ操作されると（ステップＳ１５（Ｙｅｓ））、
前記学習済みキーワードデータエリア１２ｆに学習済みキーワードが登録されているか否
か判断される（ステップＳ１６）。
【００８６】
　ここでは、学習済みキーワードデータエリア１２ｆに、前記ステップＳ１３において順
次登録された３つのキーワード（『平将門』Ｋ１／『藤原純友』Ｋ２／『奥州藤原氏』Ｋ
３）が、それぞれ学習済みキーワードとして登録されていると判断される（ステップＳ１
６（Ｙｅｓ））。
【００８７】
　すると、出題する問題の出題レベルを設定するか否かについてユーザ（講義者Ｌｅ）に
選択させるメッセージ「出題レベル設定する［Ｙｅｓ］or［Ｎｏ］？」が左画面１７Ｌに
表示され、前記メッセージに従い、［Ｙｅｓ（出題レベル設定する）］がタッチ操作され
て選択されると（ステップＳ１７（Ｙｅｓ））、同メッセージに代って、出題レベルを（
初級）（中級）（上級）の何れかに設定するための出題レベル設定画面（図示せず）が左
画面１７Ｌに表示される（ステップＳ１８）。
【００８８】
　そして、前記出題レベル設定画面に従ったユーザ（講義者Ｌｅ）操作に応じて、出題レ
ベルが（初級）（中級）（上級）の何れかに設定されて出題レベルデータエリア１２ｇに
記憶されると、設定された出題レベルのデータ（ユーザ（講義者Ｌｅ）設定である情報を
含む）と、前記出題用データエリア１２ｅに登録されている前記各学習済みキーワード『
平将門』Ｋ１／『藤原純友』Ｋ２／『奥州藤原氏』Ｋ３を含む各出題用データ（指定文字
列（Ｔｎ）／指定文字列位置／キーワード（Ｋｎ）／画像番号／指定画像部分（ｓｕｎ）
）が、各受講者端末２０…に送信（配信）される（ステップＳ１９）。
【００８９】
　なお、前記ステップＳ１７において、［Ｎｏ（出題レベル設定しない）］がタッチ操作
されて選択された場合は（ステップＳ１７（Ｎｏ））、前記出題レベルデータエリア１２
ｇにデフォルトで記憶されている出題レベル（初級）のデータ（ユーザ（講義者Ｌｅ）設
定である情報を含まない）が、前記出題用データエリア１２ｅに登録されている各出題用
データとあわせて各受講者端末２０…に送信（配信）される（ステップＳ１９）。
【００９０】
　すると、図１０（Ａ）に示すように、本電子黒板（講義者端末）１０では、タッチパネ
ル付き表示部１７の左画面１７Ｌと中央画面１７Ｍと右画面１７Ｒが順次指定され（ステ
ップＳ２０，Ｓ２１，Ｓ２２）、指定された各画面１７Ｌ，１７Ｍ，１７Ｒを対象に、図
７に示すキーワードと指定文字列に基づいた問題出力処理が実行され、前記出題レベルと
出題用データに基づき生成された問題画面ＧＱｎが表示される（ステップＳＡ）。
【００９１】
　図１０（Ａ）では、前記左画面１７Ｌと中央画面１７Ｍと右画面１７Ｒの何れにも、出
題レベル(初級)の問題の問題画面ＧＱ１が生成されて表示された状態を示す。
【００９２】
　なおこの際、前記図８（Ｂ）～図９（Ｂ）で示したように左画面１７Ｌに表示されてい
た講義中のテキスト部分ｔｐの表示データ（各指定文字列Ｔ１～Ｔ３のキーワードＫ１（
Ｙｍ）～Ｋ３（Ｙｍ）や下線ＵＬ及び点線下線ＵＬｐのデータも含む）は、メモリ１２内
の講義中テキスト待避エリア（図示せず）に一時待避されて保存される。
【００９３】
　一方、各受講者端末２０…において、前記電子黒板（講義者端末）１０から送信（配信
）された出題レベルのデータと各出題用データ（指定文字列（Ｔｎ）／指定文字列位置／
キーワード（Ｋｎ）／画像番号／指定画像部分（ｓｕｎ））が受信されると（ステップＪ
１（Ｙｅｓ））、前記ユーザ（講義者Ｌｅ）設定である情報を含む出題レベルのデータが
受信されたか否か判断される（ステップＪ２）。
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【００９４】
　ここで、前記受信された出題レベルのデータが、前記ユーザ（講義者Ｌｅ）設定である
情報を含むと判断された場合は（ステップＪ２（Ｙｅｓ））、当該受信された出題レベル
のデータが受信出題レベルデータエリア２２ｅに記憶されて問題の出題レベルが設定され
た後（ステップＪ３）、図７に示すキーワードと指定文字列に基づいた問題出力処理が実
行され、図１０（Ｂ）に示すように、前記ユーザ（講義者Ｌｅ）設定された出題レベルと
出題用データに基づき生成された問題画面ＧＱｎが表示される（ステップＪＡ）。
【００９５】
　なお、前記受信された出題レベルのデータが、前記ユーザ（講義者Ｌｅ）設定である情
報を含まないと判断された場合は（ステップＪ２（Ｎｏ））、本受講者端末２０のユーザ
（受講者Ｓｔ）操作に応じて設定出題レベルデータエリア２２ｄに記憶されている出題レ
ベルに問題の出題レベルが設定された後（ステップＪ４）、図７に示すキーワードと指定
文字列に基づいた問題出力処理が実行され、図１０（Ｂ）に示すように、前記ユーザ（受
講者Ｓｔ）設定された出題レベルと出題用データに基づき生成された問題画面ＧＱｎが表
示される（ステップＪＡ）。
【００９６】
　前記図１０（Ｂ）では、出題レベル(初級)の問題の問題画面ＧＱ１が生成されて表示さ
れた状態を示す。
【００９７】
　なおこの際、前記電子黒板（講義者端末）１０と同様に、タッチパネル付き表示部２７
に直前まで表示されていた講義中のテキスト部分ｔｐの表示データ（各指定文字列Ｔ１～
Ｔ３のキーワードＫ１（Ｙｍ）～Ｋ３（Ｙｍ）や下線ＵＬ及び点線下線ＵＬｐのデータも
含む）は、メモリ２２内の講義中テキスト待避エリア（図示せず）に一時待避されて保存
される。
【００９８】
　すなわち、図７に示すキーワードと指定文字列に基づいた問題出力処理において、前記
出題レベルが(初級)に設定されている場合は（ステップＡ１（Ｙｅｓ））、前記各出題用
データ（指定文字列（Ｔｎ）／指定文字列位置／キーワード（Ｋｎ）／画像番号／指定画
像部分（ｓｕｎ））に含まれる各指定文字列「関東地方の…起こした乱」Ｔ１，「瀬戸内
地方の…起こした乱」Ｔ２，「奥州藤原氏は…勢力をふるいました」Ｔ３について、各キ
ーワード『平将門』Ｋ１，『藤原純友』Ｋ２，『奥州藤原氏』Ｋ３を枠ｗ１，ｗ２，ｗ３
により隠して表示対象の画面内にランダム順に上下に配置し、また、前記各キーワード『
平将門』Ｋ１，『藤原純友』Ｋ２，『奥州藤原氏』Ｋ３を同画面内にランダムに配置する
ための初級問題の配置データ(1)(2)を生成する（ステップＡ２，Ａ３）。
【００９９】
　そして、前記各出題用データに画像番号とその指定画像部分（ｓｕｎ）が含まれる場合
は（ステップＡ４（Ｙｅｓ））、当該画像番号の画像［武士団と争乱］Ｇをその指定画像
部分（ｓｕ１）～（ｓｕ３）を塗り潰して隠した状態で前記表示対象の画面内に配置する
ための配置データを生成する（ステップＡ５）。
【０１００】
　すると、前記初級問題の配置データ(1)(2)と前記画像Ｇの配置データとに従い生成した
初級問題画面ＧＱ１が、前記電子黒板（講義者端末）１０であれば、図１０（Ａ）に示す
ように、タッチパネル付き表示部１７の左画面１７Ｌと中央画面１７Ｍと右画面１７Ｒの
それぞれに並べて表示され、また、前記受講者端末２０であれば、図１０（Ｂ）に示すよ
うに、そのタッチパネル付き表示部２７に表示される（ステップＡ６）。
【０１０１】
　前記初級問題画面ＧＱ１において、ユーザ（電子黒板１０では受講者Ｓｔｎ／受講者端
末２０では受講者Ｓｔ）の操作により、ペンＰ１～Ｐ２に示すように、各指定文字列Ｔ１
，Ｔ２，Ｔ３において隠されている各枠ｗ１（Ｋ１），ｗ２（Ｋ２），ｗ３（Ｋ３）と、
画像Ｇ上で隠されている指定画像部分（ｓｕ１）（ｓｕ２）（ｓｕ３）とに対して、同画
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面ＧＱ１内に表示されている各キーワード『平将門』Ｋ１，『藤原純友』Ｋ２，『奥州藤
原氏』Ｋ３が選択的にドラッグｄ１，ｄ２されて当て嵌められることにより回答が行われ
る（ステップＡ１０（Ｙｅｓ））。
【０１０２】
　すると、前記ドラッグｄ１，ｄ２されたキーワードＫｎが、ドラッグｄ１先の各指定文
字列Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３に対応付けられて前記出題用データに含まれている各キーワード『
平将門』Ｋ１，『藤原純友』Ｋ２，『奥州藤原氏』Ｋ３に一致するか否かと、ドラッグｄ
２先の各指定画像部分（ｓｕ１）（ｓｕ２）（ｓｕ３）に対応付けられて前記出題用デー
タに含まれている各キーワード『平将門』Ｋ１，『藤原純友』Ｋ２，『奥州藤原氏』Ｋ３
に一致するか否かとにより前記回答の正誤が判断される（ステップＡ１１）。
【０１０３】
　例えば、前記初級問題画面ＧＱ１の指定文字列Ｔ１の枠ｗ１（Ｋ１）と画像Ｇの指定画
像部分（ｓｕ１）とに対して、同画面ＧＱ１内のキーワード『平将門』Ｋ１が順次ドラッ
グｄ１，ｄ２されて当て嵌められた場合は、正解の旨のメッセージ「正解です○」が表示
され、また、正解の旨の音声“ピンポン”が音声出力部１８から出力される（ステップＡ
１１（正解）→Ａ１２）。
【０１０４】
　一方、例えば、前記初級問題画面ＧＱ１の指定文字列Ｔ１の枠ｗ１（Ｋ１）と画像Ｇの
指定画像部分（ｓｕ１）とに対して、同画面ＧＱ１内のキーワード『藤原純友』Ｋ２が順
次ドラッグｄ１，ｄ２されて当て嵌められた場合は、不正解の旨のメッセージ「間違いだ
よ×」が表示され、また、不正解の旨の音声“ブッブー”が音声出力部１８から出力され
る（ステップＡ１１（不正解）→Ａ１３）。
【０１０５】
　また、前記キーワードと指定文字列に基づいた問題出力処理（図７）において、前記出
題レベルが(中級)に設定されている場合は（ステップＡ７（Ｙｅｓ））、前記各出題用デ
ータ（指定文字列（Ｔｎ）／指定文字列位置／キーワード（Ｋｎ）／画像番号／指定画像
部分（ｓｕｎ））に含まれる各指定文字列「関東地方の…起こした乱」Ｔ１，「瀬戸内地
方の…起こした乱」Ｔ２，「奥州藤原氏は…勢力をふるいました」Ｔ３について、点線下
線ＵＬｐが付加されている問題のヒントとなる部分（Ｔ１「関東地方の」，Ｔ２「瀬戸内
地方の」，Ｔ３「東北地方を統一し」「（岩手県）」）を削除した文字列Ｔ１´，Ｔ２´
，Ｔ３´に変更するとともに、各キーワード『平将門』Ｋ１，『藤原純友』Ｋ２，『奥州
藤原氏』Ｋ３を枠ｗ１，ｗ２，ｗ３により隠して表示対象の画面内にランダム順に上下に
配置し、また、前記各キーワード『平将門』Ｋ１，『藤原純友』Ｋ２，『奥州藤原氏』Ｋ
３を同画面内にランダムに配置するための中級問題の配置データ(1)(2)を生成する（ステ
ップＡ８，Ａ３）。
【０１０６】
　そして、前記同様に、各出題用データに画像番号とその指定画像部分（ｓｕｎ）が含ま
れる場合は（ステップＡ４（Ｙｅｓ））、当該画像番号の画像［武士団と争乱］Ｇをその
指定画像部分（ｓｕ１）～（ｓｕ３）を塗り潰して隠した状態で前記表示対象の画面内に
配置するための配置データを生成する（ステップＡ５）。
【０１０７】
　すると、前記中級問題の配置データ(1)(2)と前記画像Ｇの配置データとに従い生成した
中級問題画面ＧＱ２（図１１（Ａ）中央画面１７Ｍ参照）が、前記電子黒板（講義者端末
）１０であれば、タッチパネル付き表示部１７の左画面１７Ｌと中央画面１７Ｍと右画面
１７Ｒのそれぞれに並べて表示され、また、前記受講者端末２０であれば、そのタッチパ
ネル付き表示部２７に表示される（ステップＡ６）。
【０１０８】
　前記中級問題画面ＧＱ２でのユーザ（受講者Ｓｔｎ又はＳｔ）の回答の仕方と正誤判断
は、前記初級問題画面ＧＱ１での回答の仕方と正誤判断に同一であるため、その説明を省
略する。前記中級問題画面ＧＱ２では、前記初級問題画面ＧＱ１と比較して、各指定文字
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列Ｔ１´，Ｔ２´，Ｔ３´について、点線下線ＵＬｐが付加されている問題のヒントとな
る部分が削除され難解になっている点で異なる。
【０１０９】
　また、前記キーワードと指定文字列に基づいた問題出力処理（図７）において、前記出
題レベルが(上級)に設定されている場合は（ステップＡ７（Ｎｏ））、前記各出題用デー
タ（指定文字列（Ｔｎ）／指定文字列位置／キーワード（Ｋｎ）／画像番号／指定画像部
分（ｓｕｎ））に含まれる各指定文字列「関東地方の…起こした乱」Ｔ１，「瀬戸内地方
の…起こした乱」Ｔ２，「奥州藤原氏は…勢力をふるいました」Ｔ３について、点線下線
ＵＬｐが付加されている問題のヒントとなる部分（Ｔ１「関東地方の」，Ｔ２「瀬戸内地
方の」，Ｔ３「東北地方を統一し」「（岩手県）」）を削除した文字列Ｔ１´，Ｔ２´，
Ｔ３´に変更するとともに、各キーワード『平将門』Ｋ１，『藤原純友』Ｋ２，『奥州藤
原氏』Ｋ３を手書き入力用の枠ｗｈ１，ｗｈ２，ｗｈ３により隠して表示対象の画面内に
ランダム順に上下に配置するための上級問題の配置データ(1)を生成する（ステップＡ９
）。
【０１１０】
　そして、前記同様に、各出題用データに画像番号とその指定画像部分（ｓｕｎ）が含ま
れる場合は（ステップＡ４（Ｙｅｓ））、当該画像番号の画像［武士団と争乱］Ｇをその
指定画像部分（ｓｕ１）～（ｓｕ３）を塗り潰して隠した状態で前記表示対象の画面内に
配置するための配置データを生成する（ステップＡ５）。
【０１１１】
　すると、前記上級問題の配置データ(1)と前記画像Ｇの配置データとに従い生成した上
級問題画面ＧＱ３（図１１（Ｂ）参照）が、前記電子黒板（講義者端末）１０であれば、
タッチパネル付き表示部１７の左画面１７Ｌと中央画面１７Ｍと右画面１７Ｒのそれぞれ
に並べて表示され、また、前記受講者端末２０であれば、そのタッチパネル付き表示部２
７に表示される（ステップＡ６）。
【０１１２】
　前記上級問題画面ＧＱ３において、ユーザ（電子黒板１０では受講者Ｓｔｎ／受講者端
末２０では受講者Ｓｔ）の操作により、各指定文字列Ｔ１´，Ｔ２´，Ｔ３´において隠
されている各手書き入力用の枠ｗｈ１（Ｋ１），ｗｈ２（Ｋ２），ｗｈ３（Ｋ３）に対し
て、ペンＰにより手書きで正しいと思う文字列（キーワード）が入力され、更に、当該各
指定文字列Ｔ１´，Ｔ２´，Ｔ３´が、画像Ｇ上で隠されている指定画像部分（ｓｕ１）
（ｓｕ２）（ｓｕ３）に対して選択的にドラッグされて当て嵌められることにより回答が
行われる（ステップＡ１０（Ｙｅｓ））。
【０１１３】
　すると、前記各指定文字列Ｔ１´，Ｔ２´，Ｔ３´の手書き入力用の枠ｗｈ１（Ｋ１）
，ｗｈ２（Ｋ２），ｗｈ３（Ｋ３）に手書き入力され文字認識された文字列（キーワード
）が、当該各指定文字列Ｔ１´，Ｔ２´，Ｔ３´に対応付けられて前記出題用データに含
まれている各キーワード『平将門』Ｋ１，『藤原純友』Ｋ２，『奥州藤原氏』Ｋ３に一致
するか否かと、当該各指定文字列Ｔ１´，Ｔ２´，Ｔ３´のドラッグ先の各指定画像部分
（ｓｕ１）（ｓｕ２）（ｓｕ３）に対応付けられて前記出題用データに含まれている各キ
ーワード『平将門』Ｋ１，『藤原純友』Ｋ２，『奥州藤原氏』Ｋ３に一致するか否かとに
より前記回答の正誤が判断される（ステップＡ１１）。
【０１１４】
　例えば、前記上級問題画面ＧＱ３の指定文字列Ｔ２´の手書き入力用の枠ｗｈ２（Ｋ２
）に対して、手書きの文字列「藤原純友」が入力され、当該指定文字列Ｔ２´が画像Ｇ内
の指定画像部分（ｓｕ２）に対しドラッグされて当て嵌められた場合は、正解の旨のメッ
セージ「正解です○」が表示され、また、正解の旨の音声“ピンポン”が音声出力部１８
から出力される（ステップＡ１１（正解）→Ａ１２）。
【０１１５】
　一方、例えば、前記上級問題画面ＧＱ３の指定文字列Ｔ２´の手書き入力用の枠ｗｈ２



(17) JP 6911432 B2 2021.7.28

10

20

30

40

50

（Ｋ２）に対して、手書きの文字列「藤原純友」が入力されても、当該指定文字列Ｔ２´
が画像Ｇ内の指定画像部分（ｓｕ１）に対しドラッグされて当て嵌められた場合は、不正
解の旨のメッセージ「間違いだよ×」が表示され、また、不正解の旨の音声“ブッブー”
が音声出力部１８から出力される（ステップＡ１１（不正解）→Ａ１３）。
【０１１６】
　なお、前記問題出力処理（図７）に従い生成されて表示される各問題画面ＧＱｎには、
何れにも、図１０（Ｂ）に示すように、ユーザ（受講者Ｓｔ）操作に応じて前記講義中テ
キスト待避エリア（図示せず）に待避されて保存された講義中のテキスト部分ｔｐの表示
データを問題のヒントとして呼び出して表示させるための［教科書］キーＨｉが付加され
る。
【０１１７】
　そして、例えば、図１０（Ｂ）に示すように、初級問題画面ＧＱ１が表示されている解
答操作の途中において、当該問題画面ＧＱ１に付加されている［教科書］キーＨｉがタッ
チ操作されて指定されると（ステップＡ１４（Ｙｅｓ））、図１０（Ｃ）に示すように、
前記メモリ１２（又は２２）内の講義中テキスト待避エリア（図示せず）から呼び出され
た講義中のテキスト部分ｔｐの表示データ（各指定文字列Ｔ１～Ｔ３のキーワードＫ１～
Ｋ３の黄色マーカＹｍや下線ＵＬ及び点線下線ＵＬｐも含む）が再表示され、前記問題の
ヒントとして参照される（ステップＡ１５）。
【０１１８】
　この際、前記［教科書］キーＨｉの操作に応じて再表示された講義中のテキスト部分ｔ
ｐの表示画面には、［問題に戻る］キーＲｅが付加される。
【０１１９】
　そして、前記講義中のテキスト部分ｔｐが再表示されてから一定時間（例えば５秒）が
経過するか、又は前記［問題に戻る］キーＲｅがタッチ操作されて指定されると、前記図
１０（Ｂ）で示したように、解答操作の途中であった初級問題画面ＧＱ１の表示状態に戻
る（ステップＡ１０）。
【０１２０】
　こうして、前記電子黒板（講義者端末）１０では、デフォルト又はユーザ（講義者Ｌｅ
）操作に応じて設定された出題レベルの問題画面ＧＱｎに従い、受講者Ｓｔｎの解答操作
に応じた正解又は不正解の出力処理が実行された後、また、前記受講者端末２０では、前
記電子黒板（講義者端末）１０から受信されるか又はユーザ（受講者Ｓｔ）操作に応じて
設定された出題レベルの問題画面ＧＱｎに従い、当該受講者Ｓｔの解答操作に応じた正解
又は不正解の出力処理が実行された後に（ステップＡ１～Ａ１３）、ユーザ操作に応じて
再出題が指定されると（ステップＡ１６（Ｙｅｓ））、今回設定された出題レベルより上
の出題レベルに設定するか、又はユーザ任意の出題レベルに設定するかをユーザに選択さ
せる出題レベル選択メッセージ「上の出題レベルの問題を解く？」が表示される（ステッ
プＡ１７）。
【０１２１】
　そして、前記出題レベル選択メッセージに従い、「上の出題レベルの問題を解く［Ｙｅ
ｓ］」が選択された場合は（ステップＡ１７（Ｙｅｓ））、今回設定された出題レベルよ
り１つ上の出題レベルに設定され（ステップＡ１８）、前記ステップＡ１からの問題出力
処理が繰り返される。
【０１２２】
　一方、前記出題レベル選択メッセージに従い、「上の出題レベルの問題を解く［Ｎｏ］
」が選択された場合は（ステップＡ１７（Ｎｏ））、ユーザ操作に応じた任意の出題レベ
ルに設定され（ステップＡ１９）、前記ステップＡ１からの問題出力処理が繰り返される
。
【０１２３】
　なお、前記前記電子黒板（講義者端末）１０において、前記同様に、タッチパネル付き
表示部１７に表示させた講義対象のテキスト（電子教科書）の見開きページＴｘとそのテ
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キスト部分ｔｐについて、キーワードＫ１～Ｋ３を含む重要な文字列Ｔ１～Ｔ３や画像Ｇ
の部分（ｓｕ１～ｓｕ３）を指し示しながら講義をしてきた状態で（図８（Ａ）～図９（
Ｂ）参照）、ユーザ（講義者Ｌｅ）操作に応じて印刷が指示されると（ステップＳ２３（
Ｙｅｓ）、前記問題出力処理（図７参照）に従い前記同様に生成された初級問題画面ＧＱ
１のデータと上級問題画面ＧＱ３のデータとが、無線通信部１５を介して印刷装置３０へ
送信出力され、前記受講者端末２０を使用していない受講者Ｓｔｎの人数分の部数で、前
記初級問題画面ＧＱ１の出題プリントと上級問題画面ＧＱ３の出題プリントが印刷される
（ステップＳ２４）。
【０１２４】
　なお、前記操作ボックスＣＢに表示されている出題アイコンＱがタッチ操作された際に
（ステップＳ１５（Ｙｅｓ））、学習済みキーワードデータエリア１２ｆに学習済みキー
ワードのデータが登録されていないと判断された場合は（ステップＳ１６（Ｎｏ））、「
出題できるデータ無し」のメッセージが表示される（ステップＳ２５）。
【０１２５】
　図１１は、前記電子黒板（講義者端末）１０の講義者端末処理（その２）に従った問題
の出力動作と前記受講者端末２０の受講者端末処理に従った問題の出力動作との他の実施
形態を示す図である。
【０１２６】
　図１１に示すように、前記電子黒板（講義者端末）１０の講義者端末処理（ステップＳ
２０（ＳＡ）～Ｓ２２（ＳＡ）に従い左画面１７Ｌ，中央画面１７Ｍ，右画面１７Ｒに表
示させる各問題画面ＧＱｎの出題レベルと前記受講者端末２０の受講者端末処理（ステッ
プＪＡ）に従い表示させる問題画面ＧＱｎの出題レベルは、例えば、解答する受講者Ｓｔ
（Ｓｔｎ）…に合わせて各々異なる出題レベルに設定する構成としてもよい。
【０１２７】
　したがって、前記構成の電子講義システムによれば、電子黒板（講義者端末）１０のユ
ーザ（講義者Ｌｅ）は、右画面１７Ｒに表示させた今回の講義の対象となる文書（教科書
）の見開きページＴｘのデータのうち、講義の中心となるテキスト部分ｔｐを左画面１７
Ｌに拡大表示させ、ペンＰ等により重要な内容を指し示しながら講義を進める過程におい
て、重要なキーワードＫｎが含まれる文字列Ｔｎを指定して下線ＵＬを表示させ強調する
操作を行なうだけで、講義の内容に即したキーワードＫｎと指定文字列Ｔｎの対応付けを
行なう出題用データを自動的に生成し、前記出題用データに応じた問題画面ＧＱを複数の
画面１７Ｌ，１７Ｍ，１７Ｒに並べて生成して表示出力できる。また、前記出題用データ
を受講者端末２０に送信出力し、受講者端末２０側で前記出題用データに応じた問題画面
ＧＱを生成して表示させることができる。そして、前記受講者端末２０を使用しない受講
者Ｓｔｎは前記電子黒板（講義者端末）１０に表示された各問題画面ＧＱを対象に回答操
作を行ない、また前記受講者端末２０を使用している受講者Ｓｔは同端末２０に表示され
た問題画面ＧＱを対象に回答操作を行なうことができる。
【０１２８】
　これにより、受講者端末２０を使用する受講者Ｓｔと使用しない受講者Ｓｔｎとに関わ
らず、前記講義者Ｌｅにより指定された重要キーワードＫｎを含む指定文字列Ｔｎについ
ての講義内容に即したタイムリーな学習を行なうことができる。
【０１２９】
　また、前記電子黒板(講義者端末)１０において、重要なキーワードＫｎが含まれる文字
列Ｔｎを指定して下線ＵＬを表示させた後、さらに、前記見開きページＴｘに含まれる画
像Ｇを指定して拡大表示させ、前記キーワードＫｎに対応する前記画像Ｇの部分（ｓｕｎ
）を指定して強調する操作を行なうと、前記講義の内容に即したキーワードＫｎと指定文
字列Ｔｎとの対応付けに加えて更に指定画像部分ｓｕｎの対応付けを行なう出題用データ
を自動的に生成できる。
【０１３０】
　また、前記電子黒板(講義者端末)１０において、前記重要なキーワードＫｎが含まれる
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文字列Ｔｎを指定して下線ＵＬを表示させた後、さらに同文字列Ｔｎ内の部分を再度指定
して点線下線ＵＬｐに変更し強調する操作を行なうと、前記出題用データは、前記指定文
字列Ｔｎのデータに更に再度指定された部分を示す点線下線ＵＬｐのデータも付加されて
生成される。そして、出題レベルが（初級）に設定された場合は、キーワードＫｎと指定
文字列Ｔｎの対応付けを行なう初級問題画面ＧＱ１が生成され、出題レベルが（中級）に
設定された場合は、キーワードＫｎと前記再度指定された部分を除く指定文字列Ｔｎ´と
の対応付けを行なう中級問題画面ＧＱ２が生成される。これにより、出題レベルに応じて
、前記指定文字列ＴｎのうちキーワードＫｎのヒントなるような部分（ＵＬｐ）を含んだ
初級問題画面ＧＱ１を生成したり、同部分（ＵＬｐ）を含まない中級問題画面ＧＱ２を生
成したりして出題できる。
【０１３１】
　なお、前記実施形態では、前記電子黒板（講義者端末）１０と受講者端末２０の両方に
おいて、そのタッチパネル式表示部１７（２７）に表示させた各種のデータを指定する操
作を、ユーザのタッチ操作により行なうものとして説明したが、表示中のカーソルの移動
操作やマウス操作により行なうものであってもよい。
【０１３２】
　また、前記各受講者Ｓｔ…が持つ受講者端末（タブレット端末等）２０…に、前記電子
黒板（講義者端末）１０と同じ機能を持たせてもよい。これによれば、各受講者Ｓｔ…が
受講者端末２０…により、前記講義者（講師等）Ｌｅが講義中に電子黒板１０を操作した
のと同様に操作することで、当該各受講者端末２０…自身において、前記同様に、出題用
データを生成して登録し、当該出題用データに基づいた問題画面ＧＱを生成して出題する
ことができ、各自Ｓｔ…で、講義者（講師等）Ｌｅによる講義内容に即したタイムリーな
学習を行なうことができる。
【０１３３】
　なお、前記各実施形態において記載した電子講義システムによる各処理の手法、すなわ
ち、図４，図５のフローチャートに示す電子黒板(講義者端末)１０による講義者端末処理
（その１，２）、図６のフローチャートに示す受講者端末２０による受講者端末処理、図
７のフローチャートに示す前記電子黒板（講義者端末）１０の講義者端末処理（その２）
と前記受講者端末２０の受講者端末処理とに共通のキーワードと指定文字列に基づいた問
題出力処理などの各手法は、何れもコンピュータに実行させることができるプログラムと
して、メモリカード（ＲＯＭカード、ＲＡＭカード等）、磁気ディスク（フロッピ（登録
商標）ディスク、ハードディスク等）、光ディスク（ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ等）、半導体
メモリ等の記録媒体に格納して配布することができる。
【０１３４】
　また、前記各手法を実現するためのプログラムのデータは、プログラムコードの形態と
して通信ネットワーク上を伝送させることができ、このプログラムデータを、通信ネット
ワークに接続された電子機器のコンピュータに通信部によって取り込むことで、前述した
講義内容に即した出題用データの生成機能とその出題機能を実現することもできる。
【０１３５】
　本願発明は、前記各実施形態に限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を逸脱
しない範囲で種々に変形することが可能である。さらに、前記各実施形態には種々の段階
の発明が含まれており、開示される複数の構成要件における適宜な組み合わせにより種々
の発明が抽出され得る。例えば、各実施形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件
が削除されたり、幾つかの構成要件が異なる形態にして組み合わされても、発明が解決し
ようとする課題の欄で述べた課題が解決でき、発明の効果の欄で述べられている効果が得
られる場合には、この構成要件が削除されたり組み合わされた構成が発明として抽出され
得るものである。
【０１３６】
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
【０１３７】
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　　［請求項１］
　表示部に表示されたテキスト中の文字列をユーザ操作に応じて指定する文字列指定手段
と、
　前記指定された文字列の一部にキーワードが含まれる場合に、前記指定された文字列に
含まれるキーワードに基づいた出題用データを生成する出題用データ生成手段と、
　前記出題用データを外部の情報表示端末に送信する出題用データ送信手段と、
を備えた情報表示装置。
【０１３８】
　　［請求項２］
　前記出題用データ生成手段は、前記指定された文字列の一部にキーワードが含まれる場
合に、前記指定された文字列と前記キーワードとに基づいた出題用データを生成すること
を特徴とする請求項１に記載の情報表示装置。
【０１３９】
　　［請求項３］
　前記表示部に画像を表示させる画像表示制御手段と、
　前記表示部に表示された画像の部分をユーザ操作に応じて指定する画像指定手段とを備
え、
　前記出題用データ生成手段は、前記指定された文字列にキーワードが含まれる場合に、
前記指定された文字列とキーワードと前記画像指定手段により指定された画像の部分に基
づいた出題用データを生成する、
請求項１又は請求項２に記載の情報表示装置。
【０１４０】
　　［請求項４］
　前記出題用データに応じた問題を生成して前記表示部に表示させる問題表示制御手段を
備えた請求項１乃至請求項３の何れか１項に記載の情報表示装置。
【０１４１】
　　［請求項５］
　出題レベルを設定する出題レベル設定手段と、
　前記出題レベル設定手段により設定された出題レベルを前記外部の情報表示端末に送信
する出題レベル送信手段とを備え
　前記問題表示制御手段は、前記出題レベル設定手段により設定された出題レベルの前記
出題用データに応じた問題を生成して前記表示部に表示させる、
請求項４に記載の情報表示装置。
【０１４２】
　　［請求項６］
　前記文字列指定手段により指定された文字列中の一部をユーザ操作に応じて再指定する
文字列部分再指定手段を備え、
　前記出題用データ生成手段は、前記文字列部分再指定手段により前記文字列指定手段に
より指定された文字列中の一部が再指定された場合、前記再指定された文字列中の一部を
示すデータも含めて、前記文字列指定手段により指定された文字列とキーワードに基づい
た出題用データを生成し、
　前記問題表示制御手段は、前記出題レベル設定手段により設定された出題レベルが第１
出題レベルである場合、前記出題用データに応じた問題を、前記文字列指定手段により指
定された文字列の全体に対応した問題として生成し前記表示部に表示させ、前記出題レベ
ル設定手段により設定された出題レベルが第２出題レベルである場合、前記出題用データ
に応じた問題を、前記文字列指定手段により指定された文字列のうち前記再指定された一
部を除く文字列に対応した問題として生成して前記表示部に表示させる、
請求項５に記載の情報表示装置。
【０１４３】
　　［請求項７］
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　表示部に表示されたテキスト中の文字列と前記文字列に含まれるキーワードに基づいた
出題用データを受信する出題用データ受信手段と、
　前記出題用データに応じた問題を生成して前記表示部に表示させる問題表示制御手段と
、
を備えた情報表示端末。
【０１４４】
　　［請求項８］
　前記出題用データ受信手段は、表示部に表示されたテキスト中の文字列と前記文字列に
含まれるキーワードと前記表示部に表示された画像の部分に基づいた出題用データを受信
する、
請求項７に記載の情報表示端末。
【０１４５】
　　［請求項９］
　出題レベルを受信する出題レベル受信手段と、
　ユーザ操作に応じて出題レベルを設定する出題レベル設定手段とを備え、
　前記問題表示制御手段は、前記出題レベル受信手段により受信された出題レベル又は前
記出題レベル設定手段により設定された出題レベルの前記出題用データに応じた問題を生
成して前記表示部に表示させる、
請求項７又は請求項８に記載の情報表示端末。
【０１４６】
　　［請求項１０］
　前記出題用データ受信手段は、前記表示部に表示されたテキスト中の文字列と前記文字
列に含まれるキーワードに基づいた出題用データを、前記文字列の一部を示すデータも含
めて受信し、
　前記問題表示制御手段は、前記出題レベルが第１出題レベルである場合、前記出題用デ
ータに応じた問題を、前記受信された文字列の全体に対応した問題として生成し前記表示
部に表示させ、前記出題レベルが第２出題レベルである場合、前記出題用データに応じた
問題を、前記受信された文字列のうち前記文字列の一部を除く文字列に対応した問題とし
て生成して前記表示部に表示させる、
請求項９に記載の情報表示端末。
【０１４７】
　　［請求項１１］
　表示部に表示されたテキスト中の文字列をユーザ操作に応じて指定する文字列指定ステ
ップと、
　前記指定された文字列の一部にキーワードが含まれる場合に、前記指定された文字列に
含まれるキーワードに基づいた出題用データを生成する出題用データ生成ステップと、
　前記出題用データを外部の情報表示端末に送信する出題用データ送信ステップと、
からなる情報表示装置の制御方法。
【０１４８】
　　［請求項１２］
　表示部に表示されたテキスト中の文字列と前記文字列に含まれるキーワードに基づいた
出題用データを受信する出題用データ受信ステップと、
　前記出題用データに応じた問題を生成して前記表示部に表示させる問題表示制御ステッ
プと、
からなる情報表示端末の制御方法。
【０１４９】
　　［請求項１３］
　情報表示装置のコンピュータを、
　表示部に表示されたテキスト中の文字列をユーザ操作に応じて指定する文字列指定手段
、
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　前記指定された文字列の一部にキーワードが含まれる場合に、前記指定された文字列に
含まれるキーワードに基づいた出題用データを生成する出題用データ生成手段、
　前記出題用データを外部の情報表示端末に送信する出題用データ送信手段、
として機能させるためのコンピュータ読み込み可能な情報表示装置の制御プログラム。
【０１５０】
　　［請求項１４］
　情報表示端末のコンピュータを、
　表示部に表示されたテキスト中の文字列と前記文字列に含まれるキーワードに基づいた
出題用データを受信する出題用データ受信手段、
　前記出題用データに応じた問題を生成して前記表示部に表示させる問題表示制御手段、
として機能させるためのコンピュータ読み込み可能な情報表示端末の制御プログラム。
【符号の説明】
【０１５１】
　１０　…電子黒板（講義者端末）
　２０　…受講者端末
　１１、２１…ＣＰＵ
　１２、２２…メモリ
　１２ａ…講義者端末プログラム
　２２ａ…受講者端末プログラム
　１２ｂ、２２ｂ…文書（電子教科書）コンテンツエリア
　１２ｃ…画像対応キーワードデータエリア
　１２ｄ…キーワードデータエリア
　１２ｅ、２２ｃ…出題用データエリア
　１２ｆ…学習済みキーワードデータエリア
　１２ｇ…出題レベルデータエリア
　２２ｄ…設定出題レベルデータエリア
　２２ｅ…受信出題レベルデータエリア
　１３、２３…外部記録媒体
　１４、２４…記録媒体読取部
　１５、２５…無線通信部
　１６、２６…キー入力部
　１７、２７…タッチパネル付きカラー表示部
　１７Ｌ…左画面
　１７Ｍ…中央画面
　１７Ｒ…右画面
　１８、２８…音声出力部
　Ｌｅ　…講義者
　Ｓｔ，Ｓｔｎ…受講者
　Ｔｘ　…テキスト（電子教科書）の見開きページ
　ｔｐ　…テキスト部分
　ＣＢ　…操作ボックス
　　Ｑ　…出題アイコン
　ＧＱ１～ＧＱ３…初級～上級問題画面
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